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新議会成立(４月３日)

明
朗
町
政
の
確
立
を
期
す

議
長
・：
赤
井
畑
直
術
氏
、
副
議
長
…
大
波
久
氏

昭
和
二
十
九
年
合
併
当
時
八
十

六
名

の
大
世
帯
で
あ
っ
た
町
議
会

も
、
三
十
年
三
月
大
選
挙
区
制
に

よ
る
総
選
挙
の
結
果
、
二
十
六
名

の
定
員
で
、
四

年
間
、
町

政
議
決

の
大
任
を
杲
し
、
本
年
三
月
を
も

っ
て
そ

の
任
期
満
了
と
な
っ
た
。

そ

の
間
五
ヶ
年
計
画
を
中
心
と

し
た
幾
多
の
町

作
り
の
事
業
に
日

夜
挺
身
協
力
さ
れ
て
き
た
わ
け
で

誠
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
と
、
町

民
一
同
の
名
で
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

先
月
二
十
九
日
の
一
般
選
挙
に

よ
っ

て
再
び
二
十
六
名
の
新
議
員

の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
、
水

月
三
日

初
の
町

議
会
が
召
集
さ
れ
た
。
さ

す
が
当
選
の
よ
ろ
こ
び
は
か
く
し

切
れ
ず
、
定
刻
十
時
に
は
全
員
勞

ぞ
ろ
い
、
年
長
者
松
浦
喜
一
郎
氏

仮
議
長
と
な
っ
て
議
長
選
挙
の
結

果
、
赤
井
畑
直
衛
氏
当
選
、
新
議

長
の
司
会
で
副
議
長
を
は
じ
め
別

項

の
よ
う
な
各
部
常
任
委
員
そ
の

他
０
決

定
を
見
た
。
こ
れ

か
ら
町

政
議
決

の
機
関
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
わ
れ
ら
の
選
良
、
町

議
会
議
員

諸
氏
の
御
健
康
を
お
祈
り
す
る
と

○
○
０
０
０
０
０
０
０
０

と
も
に
町
民
の
声
な
き
声
を
よ
く

○
○
○
○
　
　０
０
０
０
０
０
０
０

聞
き
わ
け
、
つ
よ
く
脚
下
を
踏
み

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
．
０
０
０
０
０
.０

し
め
な
が
ら
も
、
遠
く

高
き
理
想

に
向
っ
て
精
進
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。
偉
新
議
員
の

方
々
も
、
諸
般
の
研
修

と
品
性
の

陶
冶
に
っ
と
め
、
殊
に
議
会
の
本

義
を
体
し
、
町
民
の
代
表

と
し
て

の
審
議
の
全
き
を
期
し
て
頂
き
た

い
。
新
議
長
に

期
待
す

る
と
こ
ろ

も
亦
大
き
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
町
民
も
、
わ
れ
ら
が

送
っ
た
議
員
に
対
し
て
、
よ
く
協

力
し
、
よ
く
鞭
撻
し
て
、
よ
り
よ

き
町
政
の
確
立

に
努
め
た
い
も
の

で
あ
る
。

就

任

の

挨

拶

国
見
町
議
会
議
長
　
赤
井
畑
　
直
　
衛

今

回
の

町

議
会

議
員
改

選
に
当

り
、
町

民
各
位

多
数
の
御
推
薦
に
預
り
議
席
を

得
、
重
ね
て
議
長
の
重
責

を
仰

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
事
は
、
無

上
の
光
栄
と
存
じ
ま
す
と
同
時

に
、
其
の
責
務
の
重
大
さ
を
も

痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

。

私
も
多
年
議
席
を
け
が
し
て

い
る
者
と
し
て
今
回
本
紙
上
に

若
干
の
所
感
を
述
べ
る
機
会
を

得
ま
し
た
事
を
う
れ
し
く
存
じ

ま
す
。

国
政
に
於
て
三
権
分
立
と
い

う
事
は
あ
ら
た
め
で
申
上
げ
る

ま
で
も
な
く
、
皆
様
御
存
知
の

政
治
の
大
原
則
で
あ
り
ま
す
。

圸
方
自
治
体
で
も
こ
の
原
則
は

決
譲
機
関
た
る
議
会
と
執
行
機

関
た
る
町
当
局
と
の
関
係
に
於

て
絶
対
的
要
素
で
あ
り
ま
す
。

町
凄
会
は
あ
く
ま
で
審
議
機

関
で

あ
り
、
決
議
機
関
で

あ
り

ま
し
て
常
任
委
員
会
も
亦
同
様

で

あ

り

ま

す

．

理

事

者

は

議

会

の

決

議

に

基

き

忠

実

に

業

務

を

執

行

し

、

誰

に

も

ぱ

ば

か

る

事

な

く

、

且

つ

責

任

を

も

っ

て

行

う

べ

き

で

あ

り

ま

す

．

決

議

機

関

た

る

議

会

は

公

平

無

私

な

る

立

場

か

ら

充

分

に

審

議

を

尽

く

し

、

そ

の

議

決

し

た

も

の

を

理

事

者

に

送

り

込

む

事

を

責

務

と

七

、
．い

さ

さ

か

も

執

行

面

に

は

介

入

す

べ
き

で

な

い

と

詢

ぐ

信

七

．て

居

る

次

第

で

あ

り
・
ま

す

皿
二

千

‥

・
．゙
’
　

心．．’`
‘
　
．
‘

一

理

亊

者

と

町

議

会

は

以

上

の

Ｘ．
Ｉ
　
　
Ｉ
　
ゆ

匈

ぐ

仕

事

の

違

い

こ

そ

あ

れ

車

の

輪

の

如

く

進

む

べ

き

で

あ

り

ま

す

．

こ

の

様

に

し

て

理

事

者

議

会

公

務

員
（

役

場

吏

員

）
と

三

者

と

も

ど

も

自

分

の

責

務

の

屁

囲

を

圈

か

に

し

て

こ

そ

始

め

て

明
朗
な
町
政
が
生
れ
ヽ

事
務
餌

率
も
向
上
し
、
町
民
に
信
頼
を

受
け
る
基
で
あ
り
ま
す
。
吏
員

は
あ
く
ま
で
町
民
の
為
の
公

務

員
で
あ
る
事
を
念
頭

に
置
き
、

特
に
窓
口
業
務
に
は
常
に
親
切

と
迅
速
を
旨
と
し
て
町
民
に
迷

惑
を
か
け
な
い
様
努
力
を
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す

。

議
会

と
し
て
も
先
に
述
べ
た

線
に
添
っ
て
あ
く
ま
で
明
朗
な

町
政
の
た
め
に
努
力
す

べ
き
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

議
長
と
し
て
の
仕
事
を
通
じ

て
私
も
微
力
を
尽
く
す
っ
も
り
・

で
御
ざ
い
ま
す
の
で
議
会
に
対

し
て
町
民
各
位
の
充
分
な
る
御

監
督
と
御
協
力
と
を
賜
わ
る
様

お
願
い
し
て
御
挨
拶

と
い
た
し

ま
す
。 34年度町予算を見る

…重点施策はとこに…

町
は
、
町

民
の
く
ら
し

を
高
め
る
た

め
に
、
い
ろ

い
ろ
の
事
業

を
計
画
し
い

実
行
し
て
い

る
わ
け
で
あ

る
が
、
三
十

四
年
度
に
お

い
て
は
、
ど

ん
な
こ
と
を

し
よ
う
と
し

て
い
る
か

‘

去

る
三
月
定

例
議
会
で
き

ま
つ
だ
今
年

度
の
予
算

を

な
が
め
て
見

る
。
道
路
。
橋
、
住
宅
な
ど
の
建

設
や
、
教
育
、
農
林
、
畜
産
、

福

祉
衛
生
、
・
賍
核
撲

滅
、
生
活
派
護

、
中
小
企
業
の
育

成
な
ど
各
種
の

施
策
を
推
進
め
る
方
針
の
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
特
に
目
ぼ

し
い
も
の
二
～
三

を
拾
っ
て
み
よ

△
再
建
債

り
繰
上
償
還

3
5年
度
か
ら
健
全
財
政
へ

町
村
合
併
に
よ
る
赤
字
一
千
七

百
万
円
を
解
消
す

る
た
め
、
町
は

い
ち
早
く
「
地
方
財
政
再
建
促
進

特
別
措
置
法
」
（

圸
財
法
）
に
よ

っ
て
、
財
政
再
建

の
指
定
を
受
け

た
。（
昭
和
三
十
一
年
二
月
）そ
の

た
め
に
、
行
政
、
事
務
、
予
算
の

合

理
化
と
、
消
費
的
経
費
並
に
投

資
的
経
費
の
抑
制
、
節
減
と
税
収

入

の
確
保
に
努
力
し
て
来
た
が
、

そ
の
努
力
の
か
い
あ
っ
て
、
再
建

期
間
を

Ｉ
ヶ
年
短
縮
し
て
、
三
十

五
年
度
の
貭
還

金
二
、三
二
三
、
七

五
四
円
を
今
年
度
に
繰

上
げ
て
貭

還
し
、
三
十
五
年
度
か
ら
は
黒
字

財
政
、
健
全
財
政
と
な
る
。
そ
の

た
め
に
、
今
年
一
年
だ
け
は
一
般

通
常
予
算
並
に
事
業
の
面
で
大
い

に
制
約
を
う
け

る
こ
と
に
な
る
が

こ
れ
も
亦
や
む
を
得
な
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。

△
町
営
住
宅
二
十
尸
新
設

予
算
四
七
八
万
円
計
上

こ
の
窮
二
な
財
政
の
中
に
お
り

な
が
ら
、
こ
宅
不
足
の
紀
和
、
市

街

地
人
口
の
増
加
の
見
地
か
ら
、

二
十
戸
の
公
営
住
宅
の
建
設
を
計

画

し
て
い
る
。

△
新
町
建
設
計
画
の
策
定

終
る
　
・

昨
年
八
月
以
来
「
新
町
村
建
設

促
進
法
」
の
指
定
を
う
け
、
国

見

町
の
基
礎
調
査
、
新
町
建
設
の
十

ヶ
年
の
基
本
構
想
並
に
五
ヶ
年
聞

の
実
施
計
画
等
に
つ
い
て
、
建
設

審
議
会
並
に
事
務
局
の
総
努
力

に

よ
っ
て
、
よ
う
や
く
三
月
末
脱
稿

し
、
今
印
刷
製
本
中
で
あ
る
が
、

事
業
実
施
に
当
っ
て
は
、
町
民

の

協
力
を
期
待
し
て
い
る
。

△
四
号
国
道
の
完
成
に
伴

な
う
取
付
路
線

三

十

四

年

十

二

月

末

日

迄

に

半

田

地

区

佐

久

間

川

と

県

北

中

学

校

間
（

三

、
五

二

二

び

）
の

舗

装

完

成

、

三

十

五

年

三

月

末

日

迄

に

県

北

中

学

校

か

ら

貝

田

入

口

ま

で
（

二

、
一

一

一

び

）

の

道

路

下

ご

し

ら

い

ま

で

の

進

行

を

目

ざ

し

て

突

貫

工

事

を

進

め

て

い

る

が

、

そ

の

完

成

進

行

と

同

時

に

、

藤

田

保

原

線

、

保

育

所

線

、

大

木

戸

農

協

脇

線

、

役

場

前

線

等

四

号

国

道

と

の

取

付

の

巾

員

改

良

工

事

を

実
・
現

し

た

い

と

し

て

い

る

。

△
大
枝
出
張
所
廃
止
と

第
二
保
育
所
休
止

新
町
の
一
体
性
確
保
と
行
政
事

務
の
簡
素
合
理
化

の
た
め
、
部
落

民
の
諒
解
と
協
力

に
よ
り
、
大
枝

出
張
所
の
廃
止
は
決

定
さ
れ
、
事

務
譏
搆
の
一
本
化

は
完
了
し
た
。

第
二
保
育
所
は
、
保
育
措
置
児

童
の
減
少
と
財
政
の
関
係
か
ら
休

止
と
決
ま
り
、
尚
、
幼
稚
園
の
問

題
、
屋

舎
の
利
用
等
に
つ
い
て
は

今
後
の
研
究

に
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。尚

3
4年
度
予
算
総
括
表
を
揚
げ

て
お
く
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
予

算
書
に
よ
っ
て
ご
研

究
ね
が
い
た

丶

○

廴

社
会
教
育
メ
モ

婦
人
週
間
（

第
十
一
回
）

四
月
十
日

―

十
六
日

跛
と
姑
は
同
盟
軍
、
み

ん
な
で

手
を
つ
な
い
で
女
の
幸
福
を
守

り
ま
し
よ
う
Ｏ

メ
上
て
　
（

五
月
一
日
）

労
働
者
は
働
く
こ
と
を
喜
・び
‥

生
活
を
楽
し
む
権
利

を
主
張
す

る
の
が
咨
然
で
す
。
。

・
憲
法
記
念
日
（
五
月
三
日
）

新
憲
法
に
添
っ
た
生
活
を
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
ど
こ
が
う
ま

く
な
い
か
、
『
へ
ん
日
本
国
憲

法
を
読
ん
で
み
ま
し
よ
冫
。
バ

と

ど
も
の
日
（
五
月
五
日
）

児
童
憲
章
も
こ
こ
ら
で
復
習
し

て
お
か
な
い
と
、
忘

れ
て
し
ま

い
ま
す
。
青
少
年
の
不

良
化
を

予
防
す
る
カ
ギ
も
こ
こ
ら
に
あ

る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

国
土
緑
化
運
動
強
調
期
間
。

（
三
月
Ｉ
五
月
）

緑
化
週
間
（
四
月
一
Ｉ

七
日
）

を
中
心
に
植
樹
行
事
を
通
じ
、

国
土
緑
化

の
運
動
を
も
り
あ
げ

ま
し
よ
う
。

社
会
教
育
週
間
（
四
月
二
十
九

日
―
五
月
五
日
）

各
地
区
、
各
団
体
で
社
会
教
育

に
添
っ
た
企
て
を
し
て
下
さ
い

母

の
日
（
五
月
十
日
）
　
　
卜

子
養
わ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
親
待

た
ず
。
い
つ
ま
で
’も
あ
る
と
思

う
な
親
と
金
。
理
屈
を
ぬ
き
に

し
た
母
の
愛
に
感
謝
し
ま
し
よ

お
知
ら
せ

こ
の
た
び
従
業
員
優
遇

の
た
め

毎
月
二
十
日
を
定
休
日
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
御
協
力
を
お
ね
が
い
い

た
し
ま
す
。国

見
町
商
工
会

議会だ より

三
丹
定
例
町
議
会

群
昌
雙

三
月
十
日
国
見
町
議

会

定
例
会
が
開
か
れ
、

会

期
三
日
、
議
案
次
の

通
り

日
程
第

Ｔ

入
山
財
産
区
管
理

条
例
制
定
の
件
・

日
程
第
二
　

国
見
町
教
育
長
の

給
与
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
の
件

日
程
第
三
　

財
政
再
建
計
画
の

変
更

に
関
す
る
件

日
程
第
四
　

一
時
借
入
金
の
件

日
程
第
五
　

昭
和
三
十
三
年
糜

国

見
町
入
山
財
産
区
特
別
会

計
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

日
程
第
六
　

昭
和
三
十
三
年
寞

国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
更
正
予
算

・

日
程
第
七
　

昭
三
十
三
年
度
国

見
町
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予

算

。

日
程
第
八
　

国
見
町
財
産
報
告

の
件

日
程
第
九
　

昭
和
三
四
年
度
国

見
町
入
山
財
産
区

特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

日
程
第
十
　

昭
和
三
十
四
年
度

国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
予
算

総
額
千
五
百
四
十
一
万
三
千

七
百
四
円
可
決

日
程
第
十
一
　

昭
和
三
十
四
年

度
国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
予
算

総
額
三
百
一
万
六
百
三
円
可

決
日
程
第
十
二
　

昭
和
三
十
四
年

一、度
国
見
町
歳
入
歳
出
予
算

総
額
五
千
二
百
九
万
四
千
百

九
十
七
円
可
決
（

内
容
別
面

所
報
）

‐９
程
第
十
三
　

北
山
組
合
議
員

補
欠
選
挙
の
件

大
字
山

崎
浅
野
利
市
氏
当
選

四
月
臨
時
議
会

議
長
選
挙
等

妍

議
会
成
立

四
月
三
日
国
見
町

議
会
臨
時

会
が
開

か
れ
、
会
期
一
日
、
議

案
次
の
通
り

日
程
第
一
　

議
長
選
挙

の
件

赤
井
畑
直
衛
氏
当
選

日
程
第
二
　

副
議
長
選
挙
の
件

大
波

久
氏
当
選

日
程
第
三
　

臨
時
出
納
検
査
立

会
議
員
互
選
の
件

菅
野
正
明
、
東
海
林
一
郎
、

松
浦
喜
一
郎
、
阿

部
富
衛
、

八
島
建
次
郎
の
五
氏
当
選

日
程
第
四
　

公
立
藤
田
病
院
組

合
議
会

議
員
選
挙

の
件

菊
地
平
吉
、
遠
藤

喜
平
、
畄

口
元
三

郎
、
菅
野
正
明
、
後

藤
長
之
助
、
小
林
正
夫
の
六

氏
当
選

日
程
貉
五

．
国
見
町
蜃
卅
町
大

枝
小
中
学
校
組
合
議
会

議
員

選
挙

の
件

小
林
正
夫
、
大
津
利
一
、
松

浦
喜
一
郎
、
大
浪
政
吉
、
奥

山
福
太
郎
の
五
氏
当
選

日
程
第
六
　

議
会
常
任
委
員
会

委
員
選
挙
の
件

別
面

掲
出
の
通
り

日
程
第
七
　

議
会
常
任
委
員
会

長
選
任
の
件

総
務
委
員
長
松
浦
喜
一
郎
氏

経
済
委
員
長
　

菊
地
政
治
氏

厚

生
委
員
長
　

佐
久
間
清
氏

文
教
委
員
長
　

小
林
正
夫
氏

日
程
第
八
　

専
決
処
分
に
つ
き

承
認
を
求
め
る
の
件

日
程
第
九
　

昭
和
三
十
四
年
度

国
見
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
出
更
正
予
算

水
道
使
用
料
の
組
合
完
納
奨

励
金
交
付
の
た
め
歳
出
更
正

日
程
第
十
　

国
見
町
国
民
健
康

保
険
条
例
制
定
の
件

３ ４ 年度予 算 総括表
歳　　　 出　　　 ぐ鼡 倥千 円j 歳　　 入 （蛍 位千円｀

科
　
　
　
　
　

三

四

年

一
三

三

年

］
　
比
　

傾
　

侈
　

答

目
　

考

算

鰥

予

算

額

コ

増

⊃

匸

燃

百

分

比

町
　
　
　
　
　
　

税

二『

兄

二

刪

一一
回
へ
　
　

「
　

こ
咫

幽

、一
苑

圸

方

交

付

藐

二
『

呈

二

六

、
火

二

四

、
託

９
　
　

一
圏

、
四

公

営

企

業

財

産

収

入

一
　
　

四
一
　
　

五
　
　

一
　
　

一

分

担

金

及

負

担

劭
　

四
言
　
　

っ

。
　

一
　

四
言

乙

、（

使

用

料

及

手

数

料

一
、
二

言

『

混

二
　
　

一

吾

匸

一
、
四

国

庫

支

出

金

平

北

Ｊ

气

胤

三

、
一
粲
　

こ

、
七

県
　

支
　

出
　

合

一

、
が

四

『

Ξ

［

吾

一こ
　
　

匸

一
、
九

寄
　
　

附
　
　

金
　
　

頁

二

吾
　
　

一
　
（
（

九

回

一

噪
　
　
　

越
　
　
　

令
　
　

Ξ
　
　
　

一

。‐
　
　

九
　
　
　

一

雑
　
　
　

収
　
　
　

入
　
　

六
悲

・
　
　

匹

九
　

一
耳
　
　
　

二

、
二

合
　
　
　
　
　

計
　

覬

、
兄

四

黽
（

、
九
四
二

五

、
一
手
　
　
　

Ξ

Ｓ

ｉ
　
－
　

。Ｉ
Ｉ『
ｉ－
　

■
　
　

■
■
　
　
　
　
　
　

Ｉ

Ｉ
　
　
　

１
１
１
１
　
　
　

ＩＩＩ

Ｉ。
　
　
Ｉ
　
。
　
　

ｒ
　
　
　
　
　
　

■

。

ｉ
　
　
　
　

■
　

Ｉ

｀
　
　
　
　
　

‘三

四

年

三

三

年

１１
　

比
　

叔
　

爭

竝

科
　
　
　
　

目
　

・
予

算

額

予

算

額

―

圸

づ

涙

二

百

分

匳

議
　
　
　

会
　
　
　

費
　
　

七
九
六
　
　

七
七
　
　

一（

一
　
　
　

一

二

諺

役
　
　

場
　
　

費

一
四

、
回

茫

二

、
８

二
二

、
呈

ニ
ー
　
　

矢

、
九

涓
　

防
　

費

『

一
四
五

こ

、
Ξ

ニ
・
　

一

九
茫

二
、
二

土
　
　

木
　
　

費

『

六
λ

『

（

四（
　
　
　

一
七
こ
亠

、
一

教
　
　

育
　
　

費

九

ベ

（
つ

（

、
四
一
己

、
三

四
　
　

一
一（

、
Ｅ

汢

会

労

働

施

殷

費

。
、
四
三

气

一
豊

四

、
モ

【
　
　

】

四
、
Ｅ

保

健

衛

生

費

一
、
天
（

二

涙
『
　

言
　
　

』

、
五

逕

業

経

済

費

う

ご

四

、
六
二

九
　
　

气

品

七

四
、一
こ

財
　
　
　

産
　
　
　

晋
　
　

辺
（
　
　

一

戸
　
　

网
　
　
　
　

（
）ヨ

統

計

誤

査

費
　

（
（
　

へ（
　
　

・
　
　

つ

、
二

迥
　
　
　

挙
　
　
　

費
　
　

二
菠
　
　

萌

（
　
　

哂

・
　
　
　

一

己

（

公
　
　

債
　
　

費

七
、一
気
（

Ｅ

、四

が（

『

（

四
九
　
　
h
7
1

語
　

支
　

出
　

金

乱

、
呂

五

六
、
一
涯
　
　

弋

一
回

九
、
六

予
　
　
　

備
　
　
　

費
　
　

（

九
　
　

閃
　
　

四
二

‘
　
　
　
　

（

）
、
二

合
　
　
　
　
　

汁
　

’瓶

、（

）九
四

四
六
、
九
四
二

五

、
一
括
　
　
　

百

）

皇

太

子

の

御

成

婚

を

祝

し

記

念

樞
．
樹

を

い

た

し

ま

し

よ

う

Ｉ‥国

土

緑

化

運

動
）

く
に
み



新議員 に望む

公

民

舘

長

佐
　

藤
　

善
次
郎

今
回
吾
々
一
万
四
千
町
民
の
代

表
と
し
て
、
衆
望
を
柤
っ
て
選

ば
れ
た
二
十
六
名
の
新
町
会
議

員
各
位
に
対
し
て
、
衷
心
よ
り

敬
意
と
祝
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。
つ
い
て
は
町
民
の
一
人

と
し
て
、
二
三
感
ず
る
点
を
卒

直
に
申
し
上
げ
て
御
参
考
に
供

し
た
い
と
思
う
。

先
ず
地
方
自
治
体（
町
村
）
に
於

て
は
、
派
閥
闘
争
の
必
要
の
な

い
こ
と
を
切
言
し
た
い
。
中
央

政
治
の
如
く
思
想
や
政
見
の
異

な
る
二
大
政
党
が
、
相
対
し
て

切
磋
琢
膳
し
、
牽
制
し
合
っ
て

政
治
の
中
道
を
歩
む
も
の
と
異

な
り
、
日
常
顔
も
見
知
り
気
心

の
知
っ
て
い
る
間
柄
で
は
、
何

事
も
話
し
合
い
と
納
得
の
上
で

事
を
運

び
た
い
と
思
う
。

次
は
議
会
と
執
行
機
関
と
を
は

っ
き
り
区
別
す

べ
き
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
も

と
く

町
民
の

所
有
し
て
い
る
自
治
権
の
中
、

町
村
の
意
志
を
決
定
す

る
議
決

権
、
修
正
権
、
再

議
権

は
議
会

が
所
有
し
、
そ
の
仕
事
を
運
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
は
、
即
ち
編
成

権
、
提
案
権
、
執
行
権
は
町
長

に
附
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
分

担
さ
れ
た
権
限
に
従
っ
て

各
々
責
任
を
負

い
、
そ
の
間
に

互
に
批
判
し
合

い
、
た
が
し
合

っ
て
調
和
の
之
れ
だ
、
し
か
も

行
き
過
ぎ
や
独
善
の
な
い
妥
当

な
町
政
の
進
展

に
尽
し
て
頂
き

た
い
と
念
願
す

る
。
議
長
室
壁

間
に
か
け
ら
れ

た
武
者
小
路
さ

ん
の
「
和
而
不
同
」
の
額
を
よ

く
玩
味
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
少
数
意
見
を
尊
重
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
中
す
ま
で
も

な
く
、
多
数
必
ず
し
も
是
で
な

い
と
同
様
に
、
少
数
必
ず
し
も

非
で
も
な
い
。
多
数
を
駆
っ
て

横
車
を
押
す
が
如
き
は
、
議
会

政
治
の
最
も
唾

棄
す
べ
き
行
為

で
あ
る
。
要
は
町
民
の
福
利

が

第
一
義
で
あ
っ
て
議
員
個
人

の

嫌
悪
等
の
感
情
の
如
き
は
、
議

会
に
於
て
は
絶
対
に
無
用
で
あ

っ
て
、
町
政
発
展
を
妨

げ
る
こ

れ
よ
り
大
な
る
は
な
い
。

以

上

議

会

に

関

す

る

三

点

を

あ

げ

た

が

、

更

に

議

会

人

個

人

に

関

し

て

申

し

上

げ

る

失

礼

を

御

許

容

願

い

た

い

。

第

一

に

勉

強

し

て

頂

き

た

い

。

そ

れ

は

議

会

人

と

し

て

町

政

全

般

に

つ

い

て

は

勿

論

の

こ

と

、

人

間

と

し

て

の

勉

強

を

怠

っ

て

は

な

ら

な

い

。

そ

し

て

絶

え

ず

町

民

の

一

歩

先

を

ゆ

く

指

導

者

で

あ

っ

て

欲

し

い

と

思

う

。

数

キ

ロ

先

を

照

ら

す

燈

台

の

光

よ

り

も

、

足

下

を

明

る

く

す

る

提

灯

の

役

割

を

果

し

て

も

ら

い

た

い

と

念

願

す

る

も

の

で

あ

る

。

第

二

は

前

京

大

総

長

滝

川

幸

辰

博

士

の

、

卒

業

生

に

対

す

る

牋

の

言

葉

を

引

用

し

た

い

。「
・
：

夕

ダ

の

酒

を

御

馳

走

に

な

る

こ

と

を

、

み

ず

か

ら

戒

め

る

よ

う

諸

君

に

希

望

す

る

。

昨

今

政

治

家

の

間

に

疑

獄

事

件

が

起

っ

て

い

る

。

こ

の

原

因

は

す

べ

て

タ

ダ

の

酒

を

御

馳

走

に

な

る

習

慣

か

ら

起

る

と

言

っ

て

よ

い

。

酒

好

き

の

人

が

酒

を

飲

む

の

は

よ

ろ

し

い

が

、

そ

れ

は

自

分

の

ゼ

エ

で

飲

む

こ

と

が

絶

対

の

条

件

で

あ

る

云

々

」
冫
。、
非

常

な

熱

意

を

も

っ

て

型

破

り

の

訓

示

を

さ

れ

て

い

る

。

処

世

訓

と

し

て

ま

こ

と

に

適

切

で

あ

り

、

人

生

の

曲

り

角

で

必

ず

思

い

出

す

言

葉

で

も

あ

ろ

う

。

と

同

時

に

議

会

政

治

に

直

接

潤

与

す

る

者

の

特

に

戒

心

す

べ

き

事

柄

で

も

あ

る

。

以

上

失

礼

を

か

え

り

み

ず

卒

直

に

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

国

見

町

の

発

展

を

祈

念

す

る

以

外

何

も

の

も

な

い

こ

と

を

御

賢

察

の

上

、

御

寛

容

を

願

う

次

第

で

あ

る

。

そ

し

て

悪

貨

が

良

貨

を

駆

遂

す

る

よ

う

な

こ

と

の

な

い

よ

う

念

願

す

る

と

共

に

、

明

る

い

住

み

よ

い

郷

土

国

見

町

の

建

設

の

為

め

に

何

分

の

御

精

進

を

切

望

す

る

も

の

で

あ

る

。

私
心
を
捨
て
て
町
政
を

森
江

野
婦
人
会
長

佐
久
間

い

も

お
互
に
話
し
合
う
こ
と
が
大

切

だ
と
い
う
こ
と
は
、
青
年
団

の
方
達
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
が

議
会
の
方
々
に
も
同

じ
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
る
い
町
作
り
の
た
め
、
私
心

を
捨
て
感
情
的
対
立
を
さ
け
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
腹
を

わ
つ
た
ほ
ん
と
う
の
話
し
あ
い

に
よ
つ
て
、
明
朗
な
町
政
を
打

立
て
る
よ
う
、
全
力

を
つ
く
し

て
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
、
対
立
感

情
を
な
く
し
て
下

さ
い
。

健
康
に
し
て
敢
斗
を

大
木
戸
農
協

酒
井
　
保

国

見
町
建
設
振
興
計
画
が
立

派
に
立
て
ら
れ
、
そ
の
力
強
い

施
策
実
行
を
望
ま
れ
る
今
日
、

衆
望
を
担
っ
て
当
迴

さ
れ
た
議

員
各
位
に
心
か
ら
祝
意
を
表
し

ま
す
。
刻

々
変
化
進
艇
す
る
国

家
施
策

と
時
代
の
趨
勢

に
順
応

し
、
町
民
の
・
経
済
を
安
定
し
、

幸
福
を
増
進
す
る
た
め
の
町
政

は
山
積
し
て
居
り
ま
す
。
特
に

農
村
振
興
の
基
礎
は
農
協
の
育

成
と
営
農
技
術
の
向
上
に
お
り

ま
す
。
親
和
団
結
を
要
す

る
の

と
き
、健
康
に
し
て
敢
斗
、
私
情

な
き
善
政
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
に
信
頼

さ
れ
る
大
人
に

近
頃
、
青
少
年
の
補
導
に
つ
い
て

大
人

の
人
達
が
非
常
に
関
心
を
も

た
れ
て
来
た
こ

と
は
、
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
乂
思

い
ま
す
。
そ
こ
で

私
達
大
人
は
、
先
ず
自
分
達
が
家

庭
及
び
社
会
に
於
て
、
真
に
青
少

年
を
補
導
す
る
だ
け
の
資
格

あ
る

生
活
を
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
出
生
年
代
の
違
う
青

少
年
と
大
人

と
で
は
、
感
覚
に
於

て
も
世
代
の
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
大
人
達

は
、
今
の
子

ど
も

の
心
情
や
生
活
を
、
あ
ま
り
に
も

知
ら
な
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
結
果
大
人
達
の
一

方
的
な
考
え
で
子

ど
も
の
生
活
を

大
人
な
り
に
規
制
し
ょ

う
と
す
る

と
こ
ろ
か
ら
無
理
が
生
じ
ま
す
。

要
は
ま
ず
第
一
に
、
今

の
子

ど
も

達
は
親
を
ど
う
み
て
い
る
か
に
つ

い
て
、
研
究
す
る
こ

と
が
大
切
で

し
ょ

う
Ｏ

私
達

は
常
に
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
理
想
の
父

で
あ
り
、
母

と
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子

ど

も
達
か
ら
信
頼

さ
れ
な
け
れ
ば
、

ど
ん
な
良
い
こ
と
を
話
し
て
も
、

子
ど
も
達
は
、
言
う
こ
と
を
き
か

な
い
で
し
ょ

う
Ｏ

総
じ
て
青
少
年
の
不

良
化
の
原

因

は
、
そ
の
幼
児
期
に
於
け
る
家

庭
の
躾
の
如
何
に
あ
る
と
い
は
れ

て
い
ま
す
。
さ
き
に
宮
城
県
で
調

査
し
た
良
い
家
庭
一
六
九
の
内
、

匸
一
七
家
庭
即
ち
そ
の
七
五
％

ま

で
が
、
子
ど
も

の
幼
い
内
に
相
当

き
び
し
ぐ
躾
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今

の

私
達
の
家
庭
で

は
、
こ
の
逆
の
躾

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
子

ど
も

が
反
抗
期
に
入
っ
て
か
ら

急
に
、

あ
わ
て
Ｉ
、
き
び
し
く
躾

を
す
る

か
ら
、
か
え
っ
て
良
く
な
い
結
果

に
な
り

ま
す
。
私
達
は
も
っ
と
も

っ
と
子

ど
も
に
愛
情
を
そ
Ｉ
ぎ
、

正
し
い
児
童
観
の
上
に
た
ち
、
町

全
体
乃

子
ど
も
を
良
く
み
て
い
き

度
い
も
の
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

大
人
達
は
子
ど
も
の
列
ま
で
自

分
を
引
き
下
げ
、
相
手
方
を
本
質

的
平

等
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
引
き

上
げ
て
や
っ
て
、
対
等
の
位
置
に

た
っ
て
、
話
し
合
い
相
談
相
手
に

な
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
子
ど
も
達
は
、

大
人
を
軽
蔑
し
た
り
バ
カ
に
す
る

よ
う
な
こ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
も
子
ど
も
は
大
人
を

偉
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
互
に
、
子

ど
も
達

の
信
頼
を

失
わ
ぬ
よ
う

心
掛
け
た
い
も
の
で

す
。
（
厚

生
課
長
　

早
田
　

盛
）

国
見
町
議
会

議
員
名
簿

（
○
印
委
員

長
）

議席

氏
　

名

四

常
任
委

員
会

そ
の
他

住
所

一
心

副
議
長

総
　

務

１

大

波

久屐
２
遠
藤
　
喜
平
5
7
厚
生
大
木
戸

３
佐
野
　
正
治
3
4
総
務
　
徳
江

４
大
津
　
利
一
5
7
経
済

森
山

５
佐
藤
　
新
七
6
0
文
教
　
徳
江

６
菅
野
　
正
明
5
8
文
教
　
内
谷

７
臈
口
元
三
郎
6
2
経
済

藤
田

８
阿
部
　
富
衛
5
3
厚
生
大
木
戸

９
奥
山
福
太
郎
6
1
文
教
　
藤
田

1
0遠
藤
　
久
吉
5
5
厚
生
　
森
山

○
厚
生

Ｈ

佐
久
間
清膤

○
経
済

1
2菊
圸

政
治

3
6才

石
母
田

1
3後
藤
長
之
助
5
8
経
済

泉
田

1
4斎
藤
　
】
郎
5
8
総
務
　
小
坂

1
5東
海
林
一
郎
4
2
文
教
　
藤
田

1
6菊
地
　
平
吉
5
2
文
教
石
母
田

1
7斎
藤
　
喜
一
4
5
経
済

藤
田

○
文
教

1
8
小
林

正
夫

西
佶

○
総
務

1
9松
浦
喜
一
郎

大
欝

2
0大
浪
　
政
吉
5
2
総
務
　
川
内

2
1安
藤
　
庄
七
5
1
厚
生
　
小
坂

2
2大
波
　
由
助
4
6
経
済

徳
江

2
3八
島
建
次
郎
5
8
総
務
　
山
崎

2
4吉
田
　
一
雄
5
6
厚
生
　
山
崎

2
5大
沼
　
酉
治
6
2
総
務
　
貝
田

2
6赤
井
畑
直
衛
5
0
議
長
　
山
崎

農
事
メ
モ

○
苗
代

苗
は
発
根
力
が
大
き
く
樞
傷
み

が
少
い
苗
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
選
種
、
適
期
播
種
、
薄

播
、
施
肥
の
適
正
に
よ
っ
て
増

収
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

○
塩
水
選

比
重
　

粳

無
芒
　
一
、
Ξ

擂
　
　

一
丿
（

大
き
く
て
重
く
活
力
が
あ
り

病
害
虫
に
お
か
さ
れ
て
い
な

い
も
の
が
よ
い
。
　
　

’

○
浸
種
　

七
？

十
日
と
し
長

く
な
ら
な
い
様
に
す
る
。

○
消
毒

水
銀

剤

一
、
〇
〇

〇
倍
液

に
六
～
十
二
時
間

浸
漬
す
る
。

○
苗
代
面

積
の
拡
張

○
苗
代
肥
料
（
坪
当
）

普
通
水
苗
代

硫
安
　

四
〇
～
五
〇
匁

過
石
　

八
〇
～
一
〇
〇
匁

塩
加
　

二
〇
～
一
一
五
匁

特
に
燐
酸
分
は
活
着
を
よ

く
す

る
の
で
多
く

施
す
様

・
に
し
ま
し
よ
う
。

○
麦
類

今
年
も
株
腐
病
が
非
常

に
多
い

様
で
す
。
こ
の
病
気
は
地
際
の

処
が
お
か
さ
れ
て
い

る
為
下
葉

が
黄
変
し
又
根
張
り
も
非
常
に

悪
く
な
つ
七

い
ま
す
。
こ
の
様

な
麦
に
は
石
灰
硫
黄
合
剤
四
〇

倍
液
を
株
際
迄
撒
布
し
て
下

さ

い
。

又
う
ど
ん
こ
病
、
さ
び
病
類

の

防
除
に
石
灰
硫
黄
合
剤
四
〇
倍

液
撒
布
し
ま
し
よ
う
。
初
め
の

う
ち
だ
け
で
な
く
計
画
的
に
行

う
こ

と
、
特
に
出
穂
前
後
撒
布

が
大
切
で
す
。

○
凍
霜
害
対
策

今
年
も
晩
霜

の
懸
念
が
あ
り
ま

す

か
ら
充
分
に
防
除
対
策
を
行

う
様
に
し
て
下
さ
い
。

○
牧
草
の
だ
ね
ま
き

家
畜
を
よ
く
飼
育
す

る
為
に
は

よ
い
草
が
必
要
で
す
。
春
ま
き

季
節
で
す
か
ら
遅

れ
な
い
様
に

播
き
ま
し
よ
５
０

０
稲
苗
腐
敗
病
の
防
除

水
苗
代
で
心
配
さ
れ

る
も
の
で

あ
る
か
ら
常
習
地
帯
は
保
温
折

衷
苗
代
、
又
は
折
衷
苗
代
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
播
種
後
五
日
目
頃
と
そ
の
後

五
～
七
日
目
頃
の
二
回
匠
旦

っ
て
落
水
後
水
銀
製
剤
五
〇

〇
偕
液
を
坪
当
五
合
の
割
に

撒
布
し

Ｉ
～
三
時
間
後
に
灌

水
す
る
。

先
生
の
異
動

こ
の
度
の
県
下
教
職
員
異
動
で
本

町
に
も
次
の
よ
う
な
先
生
の
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

新
任
　
　

旧
任
　
　
　

氏
名

大
枝
小
　

小
坂
小
　

熊
坂
　

修
一

福
田
小
　

同
　
　
　

高
荒
　

敏
雄

長
沼
小
　

同
　
　
　

長
谷
部
弘
七

森
江
野
小
同
　
　
　

古
内
　

シ
ソ

大
木
戸
小
同
　
　
　

伊
勢
　

ふ
み

半
田
小
　

藤
田
小
　

佐
々
木
治
郎

宮
城
県
　

同
　
　
　

三
品
　

千
代

大
枝
小

森
江
野
小
三
品
　

た
か

庭
塚
小
　

同
　
　
　

大
泉
　

昭
治

桑
折
小
　

大
木
戸
小
福
原
　

芳
子

伊
達
中
　

県
北
中
　

赤
坂
　

兼
雄

白
根
中
　

同
　
　
　

岡
崎
　

春
夫

冨
野
小
　

同
　
　
　

高
山
　

俊
雄

退
職
　
　

同
　
　
　

西
山
　

正
偸

五
十
沢
中
大
木
戸
中
佐
久
間
宗
平

釜
子
中
　

同
　
　
　

高
橋
　

栄
子

小
坂
小
　

同
　
　
　

高
橋
　

シ
ゲ

同
　
　
　

桑
折
小
　

石
幡
　

久
圖

同
　
　
　

同
　
　
　

蔭
山
　

和
子

同
　
　
　

伏
黒
小
　

桃
谷
　

孝
雄

同
　
　
　

大
枝
ふ
　

佐
久
間
　

岩

藤
田
小
　

県
北
中
　

石
幡

セ
ツ
子

同
　
　
　

醸
芳
中
　

大
谷
　

泰
子

森
江
野
小
県
北
中
　

佐
藤
　

ナ
ツ

同
　
　
　

大
枝
小
　

阿
部
　

哲
ご
．

同
　
　
　

五
十
沢
中
内
村
　

道
子

同
　
　
　

小
島
小
　

穂
積
　

嘉
子

県
北
中
　

月
舘
中
　

松
野
　

知
行

同
　
　
　

新
任
　
　

佐
川
　
　

稔

大
木
戸
中
冨
野
中
　

佐
藤
久
次
郎

同
　
　
　

霊
山
中
　

人
見
　

玲
子

掛
田
小
　

大
枝
小
　

岡
崎
　

重
好

宮
野
小
　

同
　
　
　

宍
戻
　

タ
ニ

大
枝
小
　

睦
合
小
　

佐
久
間
　

裕

同
　
　
　

金
谷
川

小
半
沢
　

富
男

富
野
小
　

大
枝
中
　

松
浦
　
　

誠

校
長
先
生
の
異
動
次
の
通
り

退
職
　
　

大
技
小
　

原
田
　

久
義

伏
黒
小

森
江
野
小
松
浦
　

隆
夫

大
森
小
　

大
木
戸
小
佐
藤
　

勝
弥

白
根
中
　

大
枝
中
　

臼
田
　

藹
吾

森
江
野
小
安
達
出
張
所
鈴
木
彦
匐

大
木
戸
小
大
森
中
　

菊

地
　

四
郎

大
枝
小
　

飯
晒
中
　

大
橋
　

賢
治

大
技
中
　

梁
川
高
　

渡
辺
伊
知
郎

図
書
部
よ
り

新
着
図
書

お
知
ら
せ

小
説
、
敦
養
書
、
娯
楽
書
、
農

芸
書
な
ど
た
く
さ
ん
入
荷

○
教
養
全
集
類

現
代
教
養
全
集
（
―
、
戦
後
の
社

会

２
、
世
界
へ
Ｇ
目

３

、
戦
争
の

記
録

４

、
愛
惰
の
記
録

５

、
生
活

の
記
録

６
、
日
本
人

）

風
土
記
日
本
一
～
六
（
平
凡
社
）

人
間
の
科
学
一
～
六

○
三
月
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
揃
う

に
あ
ん
ち
や
ん
、
告
白
的
女
性
論
、

ド
ク
ト
ル

ー
ジ
バ

ゴ
、
総
会
屋
錦

城

、

遊

太

郎

巷

談

、

す

れ

ち

が

い

夫

婦

、

あ

る

日

わ

た

し

は

、

日

本

の

歴

史

一

・
二

、
人

間

の

壁

上

・
中

、

不

道

徳

教

育

講

座

、

苦

悶

す

る

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

、

し

ぶ

ち

ん

、

日

本

唱

歌

集

、
‘
お

嬢

さ

ん

放

浪

記

、

夫

婦

合

唱編
集

後
記

○
皇
太
子
さ
ま
の
御
結
婚
お
め
で

と
う
。
御
両
人

の
御
幸
福
か
遥

か
に
祈
り
、
記
念
事
業
を
考
え

よ
う
。
お
ま
っ
り
さ
わ
ぎ
よ
り

あ
と
あ
と
に
残
る
事
業
を
。

○
意
外
に
早
か
っ

た
花
だ
よ
り
。

来
る
べ
き
生
産
へ
の
活
力

を
貯

え
る
た
め
、
野
に
山
に
、
花
を

た
ず
ね
て
浩
然
の
気
を
養
う
の

も
春
な
れ
ば
こ
そ
。
・

○
日
本

は
酔
っ
ぱ
ら
い
天
国
と
は

い
え
、
公
共

や
他
人
の
迷
惑
を

考
え
、
花
見
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に

し
た
い
も
の
だ
。

○
町

議
選
も
終
っ
た
。
公
明
選
挙

が
き
い
て
あ
き
れ
る
と
い
う
人

も

あ
る
が
、
そ
の
努
力
を
重
ね

て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
、
民
主
主
義

の
宿
命
と
、
や
が
て
花
咲
く
日

も
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。
失
望

せ
ず
、
一
歩
一
歩
進
も
５
．

０

町
議
選

の
反
動
で
、
来
る
べ
き

県
議
選
や
参
院
選

に
気
が
ゆ
る

ま
ぬ
よ
う
、
公
明
選
挙
は
わ
れ

一
人
の
実
行
か
ら
始
ま
る
。

○
新
議
員
、
新
入
学
生
、
新
任
先

生
、
新
緑
の
候
、
新
鮮
な
希
望

に
謌
ち

た
春
、
新
町
建
設
も
軌

道
に
乗

る
だ
ろ
う
。

映画「荷車の歌」を見て
一
昨
年
、
山
代
巴
の
小
説「
荷

車
の
歌

」
を
読
み
、更
に
昨
年
、

農
協
婦
人
部
の
資
金
カ
ン
パ
に

よ
っ
て
映
画
化
さ
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
か

ら
、
今
日
か
明
日

か

と
待
っ
て
い
た
が
、

こ
ん
ど
よ
う
や
く
こ

れ
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
十
六
巻
二
時

間
半
の
大
作
、
望
月
、

三
国

ら
名
優
の
熱
演

に
、
わ
れ
ら
の
期
待

は
、
十
二
分
に
達
せ

ら
れ
た
。

中
国
地
方
の
山
村

に
材
を
と
り
、明
治
、

大
正
、
昭
和
と
時
代

の
移
り
変
り
の
な
か

に
、
ひ
と
り
の
婦
人
が
、
晨
村

の
き
び
し
い
生
活
を
生
き
抜
い

て
い
く
姿
を
描

い
た
も
の
。

明
治
二
十
七
年
、
広
島
県
の

山
奥
の
村
、
地
主
の
家
に
女
中

奉
公
し
て
い
た
セ
キ
は
、
郵
便

配
達
夫
の
茂
市
か
ら
求
婚
さ
れ

親
の
反
対
も
押
切
っ
て
結
婚
す

る
Ｏ

そ
の
た
め
実
家
か
ら
は
勘

当
さ
れ
る
。
茂
市

は
、
一
銭
も

月
給
の
上
ら
な
い
郵
便
配
達
を

や
め
て
、
往
復
十
里
の
町
ま
で

荷
車
ひ
き
を
は
じ
め
る
。
セ
キ

も
貧
し
さ
や
っ
ら
い
姑
づ
と
め

の
な
か
で
、
夫
を
助
け
、
自
分

も
重
い
荷
車
を
ひ
き
、
身
を
粉

に
し
て
働
く
。

そ
し
て
っ
ぎ
っ
ぎ
と
子
供
が

生
れ
る
。
日
だ
ち
の
悪
い
子
の

た
め
に
四
国
遍
路
の
旅
に
も
出

る
。
な
が
い
苦

し
い
努
力
の
か

い
が
あ
っ
て
、
家
の
新
築
も
す

る
。
だ
が
幾
度
か
浮
沈
が
く
り

か
え
さ
れ
る
。
姑
と
の
和
解
、

夫

の
妾
狂
い
、
子

ど
も
だ
も
の

成
長
、
太
平

洋
戦
争
な
ど
と
、

日
本

の
鏡
村
女
性
が
歩
ん
だ
過

去
の
苦
難
多
い
道
が
象
徴
的
に

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
０‐
よ
う
な
農
村
の
婦
人
の

姿
に
は
、
今
日
も
な
お
大
き
な

反
省

を
与
え
る
も
の
が
あ
る
と

と
も

に
、
ひ
た
む
き
な
農
村
女

性
の
力
強
い
生
き
方
や
、
母
子

の
深

い
愛
情
な
ど
、
ほ
ん
と
う

に
感
銘
の
深
い
映
画
で
あ
る
。

老
若
男
女
全
戍
人
に
お
す
す
め

し
た
い
。
爾
観
賞
さ
れ
た
ら
是

非
小
団
で
話
合
い
を
し
て
い
た

だ
き

た
い
。
話
合
い
を
す
る
と

き

、司
会
、
記
録
な
ど
こ
れ
ま
で

学
習
し
た
こ
と
の
実
行
に
努
め

て
見

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

【

お
願
い
一

記
録
が
で
き
た
ら

公
民
舘
に
お
貸
し
下
さ
い
。
舘

報

に
載
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す

か
ら
。
　
　
　
　
（
鈴
木
）

青

少

年

は

社

会

の

宝
、

正

し

い

伸

間

作

り

に

応

援

し

ま
し

よ

う
（
青
年
学
級
・
青
年
団
の
育
成
強
化
）
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